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「１秒でも早く！ 誰よりも速く！」「１秒でも早く！ 誰よりも速く！」
第63回県中体スキー大会クロスカントリー競技第63回県中体スキー大会クロスカントリー競技
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ここを越えれば、ゴールは目前！

ハ ン ド メ イ ド の 魅 力 に
　 　 触 れ て み ま せ ん か ？

素材を生かした素材を生かした
ハンドメイドハンドメイド

 伊 南 地 域 産

　 　  そ の 魅 力 に 迫 る

　「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」

　
　
　
　
手
づ
く
り
の
魅
力
と
は

　

私
た
ち
が
暮
ら
す
現
代
は
、
大
量

生
産
・
大
量
消
費
の
時
代
。
私
た
ち
の

身
の
周
り
を
見
渡
す
と
、
食
料
品
や

衣
料
品
、
家
電
、
家
具
、
雑
貨
に
至
る

ま
で
、
機
械
で
作
ら
れ
た
製
品
が
大
部

分
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

見
た
目
や
デ
ザ
イ
ン
、
味
、
色
合
い
、

大
き
さ
、
形
、
長
さ
、
重
さ
―
。
機
械
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
「
寸
分
の
狂
い

も
な
い
製
品
」
を
、
常
時
手
に
で
き
る

便
利
な
生
活
が
当
た
り
前
の
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
大
量
生
産
品
が
あ
ふ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
の
生
活

　

誰
も
が
目
や
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

「
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
」
と
い
う
言
葉
。「
人
の

手
に
よ
っ
て
、
作
ら
れ
た
も
の
」
を
意
味

す
る
言
葉
で
す
。

　

機
械
と
は
異
な
り
、「
寸
分
の
狂
い
も

な
い
製
品
」
を
同
時
に
生
み
出
す
こ
と

は
難
し
く
、
当
然
な
が
ら
、
大
量
生
産

も
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
生
み
出
さ
れ
る
製
品
は

「
世
界
に
一
つ
し
か
な
い
も
の
」。
使
い

勝
手
の
良
さ
、
デ
ザ
イ
ン
性
だ
け
で
は

な
く
、「
作
り
手
」
の
思
い
が
伝
わ
る

こ
と
が
一
番
の
魅
力
で
す
。

　

使
い
手
側
の
自
分
が
求
め
る
イ
メ

ー
ジ
と
、
一
致
す
る
製
品
を
探
し
て
み
る

こ
と
も
、
楽
し
み
方
の
一
つ
。
皆
さ
ん

は
、「
こ
れ
だ
！
」
と
思
え
る
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
に
出
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。

　
伊
南
地
域
で
活
動
す
る

　
　
　
　
２
人
の
女
性
を
ご
紹
介

　

伊
南
地
域
に
工
房
を
構
え
る
小
山

抄し
ょ
う
こ子

さ
ん
と
佐
藤
成な

る
み美

さ
ん
。
二
人

が
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
製
作
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
と
な
っ
た
も
の
―
。
そ
れ
は

「
あ
る
素
材
」
と
の
出
会
い
。

　
「
鹿
革
」
と
「
会
津
木も

め
ん綿

」
の
存
在

が
、
二
人
を
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
と

し
て
の
道
に
誘い

ざ
な

う
こ
と
に
。
自
ら
が

惹
き
つ
け
ら
れ
た
素
材
の
魅
力
を
、
多
く

の
方
に
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
、日
々

の
創
作
意
欲
を
か
き
立
て
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
自
分
の
リ
ズ
ム
を
守
り

つ
つ
、
楽
し
み
な
が
ら
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

に
向
き
合
う
二
人
の
姿
に
、
焦
点
を
当

て
ま
す
。

　

伊
南
地
域
産
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
魅
力

に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

ワークショップの様子（小山抄子さん）

製作の様子（佐藤成美さん）作
さ む え

務衣とエプロン くるみボタンのブローチ

鹿革ガス缶カバー 鹿革カメラストラップ
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ハ ン ド メ イ ド の 魅 力 に
　 　 触 れ て み ま せ ん か ？

　会津木綿手づくり工房

　　ＭＯＮ＆ＭＡＲＩ（モンアンドマリ）

　　　　　　佐藤  成
な る み

美 さん （下町）

　おぜしかプロジェクト

　　　　　　小山   抄
しょうこ

子 さん （下町）

　

福
岡
県
出
身
の
小
山
さ
ん
は
、
平
成

５
年
に
尾
瀬
沼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の

職
員
と
し
て
働
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
尾
瀬
の
虜
に
な
り
、
平
成
18
年
に

町
へ
移
住
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
住
当
時
の
尾
瀬
は
、
日
光
エ
リ
ア

か
ら
越
境
し
て
き
た
鹿
で
あ
ふ
れ
、
ニ
ッ

コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
の
貴
重
植
物
を
食
い

荒
ら
す
「
食
害
」
が
徐
々
に
深
刻
化
し

て
い
ま
し
た
。

　
有
害
鳥
獣
と
な
っ
た
鹿
が
駆
除
さ
れ
、

た
だ
廃
棄
処
分
さ
れ
る
状
況
を
目
の
当

た
り
に
す
る
日
々
。
い
つ
し
か
、
鹿
の

命
を
大
切
な
資
源
と
し
て
生
か
し
、
地
元

　
大
切
な
鹿
の
命
を

　
　
　
　
暮
ら
し
に
役
立
て
た
い

の
産
業
に
結
び
付
け
た
い
と
い
う
思
い

に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
　
と
の
出
会
い
が
ヒ
ン
ト
に

　

駆
除
さ
れ
た
鹿
や
猪
の
皮
を
、
植
物

の
天
然
由
来
成
分
（
タ
ン
ニ
ン
）
で
革
に

加
工
し
、
原
産
地
の
資
源
と
し
て
活
用

す
る「
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
の
出
会
い
が
、
大
き
な
転
機
と
な
り

ま
す
。

　

丁
寧
に
加
工
さ
れ
た
「
鹿
革
」
は
、

柔
ら
か
く
肌
触
り
が
良
い
上
に
丈
夫
。

吸
水
生
と
撥は

っ
す
い水

性
の
両
方
を
備
え
、

大
き
な
可
能
性
を
持
つ
素
材
で
あ
る

こ
と
に
、気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て

　
　
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る
日
々

　
「
お
ぜ
し
か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

上
げ
、
鹿
革
の
特
性
を
活
か
し
た
ハ
ン
ド

メ
イ
ド
製
作
を
続
け
る
こ
と
７
年
。

　

鹿
革
製
の
靴
や
カ
メ
ラ
ス
ト
ラ
ッ
プ
、

カ
ー
ド
ケ
ー
ス
と
い
っ
た
小
物
類
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
形
に
し
て

き
た
小
山
さ
ん
。

　

角
の
利
用
や
地
元
素
材
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
、
藍
染
め
を
施
し
た
鹿
革

の
活
用
な
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け

「
新
た
な
可
能
性
に
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し
め
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
出
店
に

も
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　【写真㊤】
　　 地域おこし協力隊と連携して、藍染めに
　　 挑戦した鹿革
　【写真㊧】
　　  最重要工程となる皮の下処理作業に使用
　　  する刃物（銑

せん

）と作業台

　

伊
南
出
身
の
佐
藤
さ
ん
は
、
東
京
で

30
年
間
勤
務
し
、
大
切
な
家
族
を
介
護

す
る
た
め
Ｕ
タ
ー
ン
。
故
郷
で
の
生
活

を
再
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
介
護
に
追
わ
れ
、
自
分

ら
し
い
生
活
が
で
き
な
い
日
々
が
続
き

ま
す
。「
生
活
を
変
え
な
け
れ
ば
」
と

焦
燥
感
が
募
る
中
で
、
出
会
っ
た
も
の

が
「
会
津
木も

め
ん綿

」
で
し
た
。

　

友
人
と
一
緒
に
、
ふ
と
立
ち
寄
っ
た

会
津
若
松
市
内
の
木
綿
工
場
。
存
在
さ

え
知
ら
な
か
っ
た
会
津
木
綿
の
生
地
を

目
に
し
、
衝
撃
が
走
り
ま
す
。
色
鮮
や
か

な
生
地
の
数
々
を
前
に
、
木
綿
生
地
に

　
も
の
づ
く
り
へ
の
道
は

　
　
　
　
　
　
　
突
然
開
か
れ
る

対
し
て
抱
く
「
黒
や
濃
紺
」
と
い
っ
た

暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
崩
れ
去
り
ま
し
た
。

　

も
の
づ
く
り
の
経
験
が
な
か
っ
た
佐
藤

さ
ん
の
心
に
「
創
作
意
欲
」
が
湧
き
出

し
た
瞬
間
で
す
。

　
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な
い

　
　
　
　
素
材
だ
っ
た
会
津
木
綿

　

厚
手
の
会
津
木
綿
は
、
保
温
性
・

吸
湿
性
に
長
け
、
豪
雪
地
帯
の
暮
ら
し

に
ぴ
っ
た
り
の
素
材
。
伊
南
地
域
で
も

古
く
か
ら
袴
や
野
良
着
な
ど
に
使
用

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
近
は
目
に
す
る
こ
と
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
会
津
木
綿
の
肌
触
り
を

覚
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
。

　
ブ
ラ
ン
ド
力
や
価
値
を

　
　
　
高
め
る
存
在
で
あ
り
た
い

　

遠え
ん
し
ゅ
う州

木
綿(

静
岡
県)

や
片か

た
か
い貝

木
綿

（
新
潟
県
）
な
ど
の
伝
統
生
地
と
比
較

す
れ
ば
、
会
津
木
綿
ブ
ラ
ン
ド
は
い
ま
だ

発
展
途
上
。

　
「
会
津
木
綿
の
価
値
を
高
め
る
活
動

を
、
伊
南
地
域
か
ら
全
国
・
全
世
界
へ

広
げ
て
い
き
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
て

く
れ
た
佐
藤
さ
ん
。

　

季
節
に
よ
っ
て
、
熱
や
湿
気
を
吸
っ

た
り
吐
い
た
り
、
ま
る
で
呼
吸
し
て
い
る

か
の
よ
う
な
会
津
木
綿
。
そ
ん
な
繊
細

な
素
材
の
魅
力
を
生
か
し
、
今
日
も
時
間

を
忘
れ
て
製
作
に
没
頭
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
グ
ラ
ニ
ー
バ
ッ
グ
、

小
物
類
な
ど
、
愛
情
を
込
め
て
、
丁
寧

に
作
り
上
げ
ら
れ
た
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
。

興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【写真㊤】
　　  豊富なカラーバリエーションから作品の
　　  イメージに合う生地を選択
　【写真㊨】
　　  自宅兼工房には、おしゃれな女性向け
　　  ハンドメイドがズラリと並ぶ

　【問合せ】  

　　会津木綿手づくり工房  ＭＯＮ＆ＭＡＲＩ

　　T E L　050 - 1436 - 8624

　　MAIL    narumi_sato@monmarikobo.jp　

　【問合せ】  

　　おぜしかプロジェクト

　　T E L　080 - 5604 - 3985

　　MAIL    ozeshikakoyama@gmail.com
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　コロナ禍の中で迎えた「門出の日」。出席者は、約６割にとどまりましたー。参加がかなわなかった友人
の思いを背負い、大人への一歩を踏み出す新成人たち。「コロナに負けていられるか！」そんな声が
聞こえてきそうなほどに、“頼もしく清々しい” 新成人の姿がありました。

南会津町南会津町成成人式人式
令和２年度令和２年度

　

南
会
津
町
成
人
式
は
、
１
月
10
日
に

御
蔵
入
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、
新
成
人

１
４
５
人
中
87
人
が
出
席
し
ま
し
た
。   

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
8
月
の
開
催
が
延
期
と
な
り
、
冬

の
開
催
は
初
と
な
り
ま
す
。
感
染
対
策

が
徹
底
さ
れ
、
よ
り
厳
粛
な
雰
囲
気
で

式
典
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
辛
く
厳
し
い
状
況
が

続
く
中
で
も
、
新
成
人
た
ち
は
ま
っ
す
ぐ

前
を
見
据
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の

瞳
に
は
、
夢
や
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
る

未
来
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
、
壇
上
に
立
っ
た

の
は
渡
辺
聖せ

な南
さ
ん
（
高
野
）。「
少
子

高
齢
化
や
若
者
の
地
元
離
れ
が
進
ん
で

い
る
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
心
が
け
、
町
民
の
皆
さ

ん
と
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
故
郷
の

さ
ら
な
る
発
展
に
努
め
た
い
」
と
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
力
強
い
「
は
た
ち
の

言
葉
」
に
、
多
く
の
人
が
勇
気
づ
け
ら

れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

人
生
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
新
成
人
た
ち
。

彼
ら
・
彼
女
ら
が
切
り
拓
く
、
明
る
い

未
来
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

❶❷＿来場者全員が事前検温の上、体調管理チェックシートを提出　❸❹＿会場内では、座席間の距離を
確保し、マスクの着用を徹底　❺＿新成人を代表してあいさつする渡辺聖

せ な

南さん　❻＿開式のことばを担当
した小椋聖

せ い ら

来さん㊧と閉式のことばを担当した星佳
よしあき

明さん㊨　❼＿司会の大役を務め上げた湯田壮
そ う ま

真さん㊧
と高倉里

り の

乃さん㊨　❽＿成人証書を受け取る小杉昌
まさひろ

洋さん　❾＿記念品を受け取る星 香
かおり

さん　❿＿南会津
ワカモノ会議による講演会とアトラクション　⓫＿成人式の様子を動画サイトでオンライン配信しました
⓬＿撮影にご協力いただいた新成人の皆さん（撮影時のみマスクを外していただきました）

❶❷❸❹❺

❻❼

❽❾❿⓫

成人式の様子は
コチラから

⓬
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　　        　　 　　        　　 第２次南会津町環境基本計画の第２次南会津町環境基本計画の
　　　　　　　　取り組み状況をお知らせします　　　　　　　　取り組み状況をお知らせします
　「第２次南会津町環境基本計画（平成30年度～令和９年度）」の取り組み状況を分野別ビジョンごとに公表します。
抜粋して記載した評価指標は、計画を策定した平成29年度の数値が基準となります。
　詳細は、町ホームページに掲載しておりますので、ご確認ください。

評 価
基 準

◎ 順調に推移している × 取り組みの見直しが必要
△ 取り組みの強化が必要 ー 評価が困難

    【問合せ】    環境水道課　環境衛生係
　　　　　　　　電話  0241-62-6140

　分野別ビジョン 4　「放射線対策を推進し、健康で安心な生活環境をつくります」

　分野別ビジョン 1　「森林整備を進め、森林資源の有効活用を図ります」

　この分野では、森林の保全により、林業生産基盤を維持するとともに、森林
の多目的活用に向けた検討を進めています。
　森林活用の一環として、木質資源を活用したボイラー設備の導入を検討する
ほか、森林整備の大切な役割を担う「もりの案内人」を育成します。しかし、
人材育成が計画通りに進んでおらず、対策の見直しが求められています。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価
民有保安林面積 22,166㌶ 25,654㌶ 現状維持 ◎

木質資源利用ボイラー設置施設数 ２施設 ２施設 10施設 △
「もりの案内人」認定者数 20人 18人 30人 ×

　分野別ビジョン 2　「自然資源を保護し、後世に継承します」

　この分野では、野生生物の保護・保全や外来生物・有害鳥獣対策を進め、
貴重な自然資源の継承を進めています。
　山腹崩落による田代山湿原への被害拡大や、縄文遺跡を有する宮床湿原で
の外来植物の繁殖拡大などを防ぐため、関係機関と連携した対策を講じる
とともに、湿原の保護・保全を担うボランティアガイドの育成に努めます。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価

湿原面積
駒止湿原 約148㌶ 約148㌶

湿原面積を
維持

◎
田代山湿原 約23㌶ 約23㌶ △
宮床湿原 約54㌶ 約54㌶ ◎

　分野別ビジョン 3　「源流域としての河川を守ります」

　この分野では、主要河川の監視や水質調査を継続するとともに、公共下水道
や合併処理浄化槽による汚水処理を普及させ、環境への負荷を軽減します。
　過疎化の進展による世帯数の減少から、汚水処理に関わる目標達成は難しい
状況にありますが、個人で設置する合併処理浄化槽の普及促進に向けた啓発
を強化します。私たちの身近にある美しい水辺の環境を守るため、ご理解と
ご協力をお願いします。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価
汚水処理の普及割合 77.8％ 78.0％ 88.5％ △

主要な河川の水質 環境基準に適合 現状維持 ◎

　この分野では、放射線量のモニタリングを通じた数値の「見える化」を進め
るとともに、化学物質や公害による健康被害の防止に努めています。
　これまで同様、町内101カ所で毎月１回の空間線量モニタリング検査を継続
し、正しい情報を提供するほか、環境負荷の少ない低公害車（電気自動車など）
の導入にあたっては、導入コストや充電設備の設置などの課題もあり、地域
性を踏まえた検討を進めます。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価
空間線量モニタリング検査回数 １回/月 １回/月 現状維持 ◎

町役場での低公害車導入台数 10台 10台 15台 △

　分野別ビジョン 5　「資源の有効活用に努め、持続可能な循環型社会の構築を目指します」

　この分野では、限りある資源を有効活用するため、ごみの適正処理・減量
化・リサイクル率向上を推進し、不法投棄対策も強化しています。
　令和元年度の町全体のごみ排出量は6,318㌧、そのうち再資源化されたもの
は755㌧、残りの5,563㌧はリサイクルできずに処理されている現状があり
ます。ごみの減量を続けていくことは大変なことですが、町民の皆さんの
ご理解とご協力をお願いします。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価
町民１人１日あたりのごみ排出量 1,124㌘ 1,142㌘ 935㌘ ×

ごみのリサイクル率 12.1％ 12.0％ 21.0％ ×

田代山湿原

水辺の環境に触れる学習会も開催

　分野別ビジョン 6　「地域特性を生かして、地球温暖化対策を推進します」

　この分野では、木質バイオマスなどの再生可能エネルギーの導入と温室
効果ガス排出量削減を目指し、地球温暖化対策を進めています。
　太陽光発電システム（住宅用）導入に対する補助件数は、伸び悩みの状態
にあり、導入価格の値下がりに伴う町補助額の減額や電力買取価格の値下
がりなどが原因だと考えられます。今後は、補助制度の見直しを含め、新たな
対策を検討していきます。

評価指標 平成29年度 令和元年度 目標値 評価
再生可能エネルギー利用設備数（累計） 24カ所 24カ所 35カ所 △
太陽光発電システム補助件数（累計） 92件 96件 150件 △住宅用太陽光発電システム

木質資源利用ボイラー
（道の駅きらら 289）

モニタリング検査の様子

　地球温暖化対策実行計画（事務事業編）の取り組み状況

　町では、日々の業務にあたり、温室効果ガス（CO２）の削減に取り組んで
います。冷暖房の温度管理や灯油使用量の削減、地中熱空調システムの導入
を通じた、電気使用量の削減などを積み重ねてきた結果、基準となる平成28
年度から17.1％の温室効果ガスの削減を実現しました。
　今後も職員一人一人が環境への配慮を意識し、温室効果ガスおよび行政
コストの削減に取り組みます。特に、エコドライブの実践、相乗りの励行、
徒歩移動の推進など、公用車の効率的な使用に努めます。

評価指標 平成28年度（基準） 平成30年度 令和元年度 削減率 目標値 評価
町役場でのCO２排出量 3,923.6㌧ 3405.1㌧ 3250.8㌧ 17.1％ 26％ ◎

町役場本庁舎の地中熱空調システム

リサイクルできずに処理されるごみ
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シリーズ 35南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ

南会津★

ＰＲＩＤＥ
プ ラ イ ド

～町のがんばる企業紹介～

　●会社のＰＲＩＤＥ（誇り）は！

　「縦ログ（パネルログ）構法」は、全国に広がりを見せています。  
　「はりゅうウッド村」には移住者や二地域居住者が暮らし、
他地域からの視察も多く、山村地域の未来を探る場となって
います。
　「山で生きる、山で暮らす」ことは、私たちの生き方であり、
誇りです。

●私たちのつくったものは、こんなところで使われています

　針生区において昭和56年にログハウス建築を始め、現在では、
約100棟が立ち並ぶ「はりゅうウッド村」として知られています。
　東日本大震災後には、木造仮設住宅約600戸を供給。昨年、
その移設再利用による建築を手掛け、いずれもグッドデザイン賞
を受賞しています。

株式会社
　　芳賀沼製作

●私たちの会社は、こんな仕事をしています

　当社は、ログハウス建築の先駆けとして全国で事業展開し、昨年、創立７０周年を迎えました。現在は、自然素材の「木の家」
づくりに取り組み、木造による一般住宅や商業施設、公共建築などを主に手掛けています。
　また、エコマテリアル（人と環境に優しい材料）である木材の需要拡大と地域木材の価値向上により、適切な価格による流通と
関係事業者への利益還元を実現するため、「縦ログ（パネルログ）構法」を開発しました。これにより、日本の林業復活を目指します。

  【会社概要】　

   ◆代表取締役 ：芳賀沼　伸　　 ◆設立：1954年（昭和29年）　　◆本社：南会津町針生字小坂40番地１　

   ◆ＴＥＬ：0241-64-2221　　　◆ＦＡＸ：0241-64-2223　　　   ◆従業員数：18人（男性13人、女性５人）

モデルハウス 一般住宅

ほしっぱの家 商業施設
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2  農地利用最適化推進委員
　農地利用の集積・集約、耕作放棄地の防止・解消など、現場活動に関わる業務を担当します。

募集人員  19人（下記の区分ごとに１人）
任　　期  委嘱の日から令和６年７月19日まで
報　　酬  年額 192,000円（基本額）　※能率額の上乗せあり

区　　分 担当区域 区　　分 担当区域
田島第 １  新町～折橋、宮本 田島第11  糸沢、羽塩、滝原
田島第 ２  永田、松下、丹藤 舘岩第 １  番屋～熨斗戸、高杖原
田島第 ３  長野 舘岩第 ２  戸中～水引、福渡
田島第 ４  田部原、田部 舘岩第 ３  前沢～穴原～川衣
田島第 ５  水無、小出原、栗生沢 伊南第 １  青柳、小塩、古町、多々石
田島第 ６  高野、塩江、福米沢 伊南第 ２  白沢、宮沢～大桃、耻風
田島第 ７  金井沢、大豆渡、黒沢 南郷第 １  木伏～台板橋、東、中小屋
田島第 ８  針生 南郷第 ２  鴇巣、宮床～虻の宮、小野島
田島第 ９  中荒井、川島 南郷第 ３  片貝～下山、和泉田
田島第10  関本、藤生、古今

1  農業委員
　農地の権利移動や転用許可申請の審議・決定に関わる業務を担当します。

募集人員  11人（町内全域から募集）
任　　期  令和３年７月20日から令和６年７月19日まで
報　　酬  年額 192,000円（基本額）　※能率額の上乗せあり

【
応
募
資
格
】

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
業
務
を
適
切

に
遂
行
で
き
る
方

【
応
募
方
法
】

　

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合

支
所
振
興
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
、

必
要
事
項
を
記
載
の
上
、
持
参
ま
た
は

郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
に
あ
た
り
、
自
薦
・
他
薦

は
問
い
ま
せ
ん
。

【
募
集
期
間
】

　

2
月
24
日
（
水
）
～
3
月
25
日
（
木
）

　　【問合せ】　農業委員会事務局　
　　　　　　　　電話  0241-62-6320

【写真㊨２枚】
　農業委員と農地利用最適化推進委員による農地
パトロールの様子

( 芳賀沼製作ＨＰ )

役 場 か ら の お 知 ら せ
town office information

令和２年 12 月１日から 12 月 31 日までの、納税状況をお知らせします。

　　1 ふるさと納税（個人）
　　　  ご協力いただいた件数は、443件となりました。納税件数の 
　　  著しい増加に伴い、紙面の都合上、納税者の皆さんをご紹介 
　　  することが難しくなりました。
　　　  今後は、町ホームページを通じ、ご紹介させていただきます 
　　   ので、 ご理解とご協力をお願いします。

　　2 企業版ふるさと納税
　　　  ご協力いただいた件数は、１件となりました。

　ふるさと納税は、パソコンやスマート
フォンからもお申し込みができるほか、
クレジット決済も可能です。

南会津町
ふるさと納税ページ

　【問合せ】　総合政策課　企画政策係
　　　　　　　 電話　0241-62-6210

企業名 所在地
株式会社湯田電気管理事務所 下郷町

ふるさと納税（応援寄附金）ありがとうございます
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年頭のあいさつを述べる大宅町長（田島地域）

令和３年新年町民交歓会
新しい生活様式に対応して開催
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田島地域（１月４日：丸山館）

舘岩・伊南・南郷地域（１月５日：会津高原たかつえスキー場）
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ｖｏｌ 34
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し
れ
ま
せ
ん
。

た
だ
、
感
染
症
に
対
し
敏
感

に
反
応
す
る
世
の
中
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
に
寄
せ
ら
れ
る
切
実

な
相
談
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

そ
れ
は

「や
む
を
得
ず
連
れ
て

い
っ
た
先
で
子
ど
も
が
泣
い

て
し
ま
い
、
飛
沫
が
飛
ぶ
と
言
わ

れ
た
」
「泣
い
て
い
る
途
中
で
声
を

か
け
る
と
、
か
ん
し
ゃ
く
が
ひ
ど
く

な
る
た
め
見
守
っ
て
い
た
が
、
周
囲

の
反
応
が
厳
し
か
っ
た
」
「子
ど
も

が
感
覚
過
敏
の
た
め
、
マ
ス
ク
を

つ
け
ず
に
過
ご
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

マ
ス
ク
ぐ
ら
い
買
っ
て
や
っ
た
ら
い
い

の
に
と
言
わ
れ
、
頭
が
真
っ
白
に

な
っ
た
」
と
い
う
も
の
で
す
。

発
達
に
偏
り
が
あ
る

（得
意
・

不
得
意
の
差
が
大
き
い
）

お
子
さ
ん
は
、
触
覚
や
嗅
覚
、
痛
覚

な
ど
が
非
常
に
敏
感
で
、
マ
ス
ク

や
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
の
着
用
が

困
難
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

マ
ス
ク
の
に
お
い
で
気
持
ち
悪
く

な
っ
た
り
、
不
織
布
の
感
触

を
不
快
に
感
じ
た
り
、
耳
に
か
け
る

ゴ
ム
の
圧
力
で
痛
み
を
覚
え
た
り

す
る
お
子
さ
ん
が
い
る
こ
と
を

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

自
分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と

が
得
意
で
は
な
い
た
め
に
、

普
段
と
は
違
う
状
況
に
強
い
不
安

を
感
じ
て
泣
き
出
し
、
極
限
ま
で

我
慢
を
続
け
た
結
果
、
か
ん
し
ゃ
く

を
起
こ
す
場
合
も
あ
り
ま
す
。

か
ん
し
ゃ
く
と
は
「
パ
ニ
ッ
ク
」

と
も
称
さ
れ
、
全
身
を
使
っ
て

泣
き
わ
め
い
た
り
、
周
り
に
あ
る

も
の
を
壊
し
て
し
ま
う
な
ど
、
一
定

の
興
奮
状
態
を
指
す
言
葉
。

変
化
に
対
し
て
、
不
安
を
感

じ
や
す
い
お
子
さ
ん
は
、

予
期
し
な
い
こ
と
が
起
こ
る
と
、

た
と
え
そ
れ
が
さ
さ
い
な
こ
と
で

も
動
揺
し
て
し
ま
う
。

前
述
の
と
お
り

「
マ
ス
ク
を

し
て
い
な
い
お
子
さ
ん
」

「
お
店
の
中
で
泣
き
わ
め
く
お
子

さ
ん
」
は
、
私
た
ち
の
目
に
は
見
え

な
い
苦
し
さ
と
共
存
し
て
い
る
お
子

さ
ん
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ

（世
界
保
健
機
関
）
や

厚
生
労
働
省
は
、
「発
達
上

の
障
が
い
や
、
マ
ス
ク
着
用
に

支
障
を
き
た
す
健
康
状
態
が
あ
る

お
子
さ
ん
に
は
、
マ
ス
ク
な
ど
の

着
用
を
強
制
す
べ
き
で
は
な
い
」

と
明
言
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
当
た
り
前
に
し
て

い
る
こ
と
を
、
当
た
り
前

に
で
き
な
い
た
め
に
、
自
信
を
失
く

し
た
り
、
傷
つ
い
た
り
す
る
お
子

さ
ん
や
ご
家
族
が
身
近
に
い
る
か
も

し
れ
な
い
こ
と
を
、
ま
ず
知
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

感
染
症
に
か
か
っ
た
方
が
悪
い

わ
け
で
は
な
く
、
発
達
に

偏
り
が
あ
る
お
子
さ
ん
が
悪
い
こ

と
を
し
て
い
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。

自
分
の
気
持
ち
に
余
裕
が
な
い

と
き
ほ
ど
、
誰
か
を
責
め

て
し
ま
う
気
持
ち
が
生
ま
れ
や
す

い
も
の
で
す
。
今
一
度
振
り
返
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

感
覚
過
敏
や
か
ん
し
ゃ
く
は
、

子
ど
も
だ
け
の
症
状
で
は

な
く
、
大
人
に
も
み
ら
れ
ま
す
。

マ
ス
ク
の
着
用
が
当
た
り
前
と

な
っ
た
今
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い

な
い
方
を
見
か
け
と
き
、
ま
ず
は

「
何
か
事
情
が
あ
る
の
か
も
し
れ

な
い
」
と
想
像
す
る
こ
と
か
ら
始

め
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
参
考
サ
イ
ト
】
感
覚
過
敏
研
究
所

　

無
料
で
意
思
表
示
カ
ー
ド
な
ど

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

感覚過敏意思表示カード感覚過敏研究所
(https://kabin.life)

田出宇賀・熊野両神社での無火災祈願祭

町消防団出初式・無火災祈願祭
１年の無火災に向け士気を高揚

力強いラッパ隊の演奏

威風堂々の徒歩行進

　

１
月
10
日
、町
消
防
団
（
星
慶
一
団
長
）

の
出
初
式
お
よ
び
無
火
災
祈
願
祭
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
町
内
で
5
件
の
火
災
が
発
生

し
、
う
ち
2
件
が
建
物
火
災
で
し
た
。

　

町
消
防
団
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
る
社
会
情
勢
を

考
慮
し
、
検
閲
式
を
は
じ
め
、
消
防
団
活
動

が
軒
並
み
中
止
ま
た
は
制
限
さ
れ
る
中
で
も
、

団
員
一
丸
と
な
っ
て
、
日
頃
の
夜
警
な
ど

を
継
続
し
な
が
ら
、
防
火
・
防
災
意
識
の

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
は
無
火
災
の
1
年
と
な
る
よ

う
、
日
常
生
活
の
中
で
、
火
の
取
り
扱
い

に
は
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま ち の 話 題
news & topics
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左から目黒拓さん、山内澄子さん、大宅町長

山内澄子さんが町に寄附金を贈呈
子どもたちの教育活動を支える

　

令
和
2
年
8
月
に
亡
く
な
ら
れ
た
山
内

太
郎
さ
ん
（
下
山
口
）
は
、
旧
南
郷
村
議

会
議
員
や
県
立
南
会
津
高
等
学
校
の
支
援

団
体
で
あ
る
「
湧ゆ

う
う
ん雲

会
」
の
代
表
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
10
日
、
ご
遺
族
で
あ
る
妻
の
山
内

澄す
み
こ子

さ
ん
と
孫
の
目
黒
拓た

く

さ
ん
か
ら
、
心

温
ま
る
寄
附
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

澄
子
さ
ん
は
「
夫
の
遺
志
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ
、
大
宅
町
長

に
寄
附
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
遺
志
に
深
く
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
学
校
教
育
の
伸
展
に
向
け
、
寄
附

金
を
有
効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

大宅町長へ要望書を手渡す舘岩地域区長会の皆さん

舘岩地域区長会が町へ要望書を提出
舘岩地域のさらなる活性化を目指して

　

舘
岩
地
域
協
議
会
・
区
長
会
合
同
意
見

交
換
会
が
開
催
さ
れ
た
12
月
23
日
、
舘
岩

地
域
区
長
会
（
星
昭あ

き
お雄

会
長
）
の
皆
さ
ん

か
ら
、町
へ
要
望
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

要
望
書
に
は
、
令
和
元
年
に
発
生
し
た

台
風
19
号
に
よ
る「
田
代
山
山
腹
の
崩
落
」

や
「
西
根
川
へ
の
土
砂
流
出
」
に
対
す
る

早
急
な
対
応
、
国
道
３
５
２
号
や
県
道
栗
山

舘
岩
線
な
ど
幹
線
道
路
の
整
備
・
改
良
、

舘
岩
地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
観
光
業
の

活
性
化
を
目
的
と
し
た
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

両
面
の
整
備
な
ど
、
8
項
目
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
要
望
事
項
一
つ
一
つ
を
精
査

し
な
が
ら
、舘
岩
地
域
の
活
性
化
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

３日間に及ぶ熱戦が繰り広げられました

第63回県中体スキー大会クロスカントリー競技
南会津中学校の男子チームが第１位に輝く！

　

１
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
3
日
間
、

伊
南
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
を
会
場

に
、
第
63
回
県
中
体
ス
キ
ー
大
会
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
競
技
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
と
令
和
2
年
も
、
同
会
場
で

県
中
体
ス
キ
ー
大
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
少
雪
の
影
響
で
開
催
を

断
念
。
3
度
目
の
正
直
で
よ
う
や
く
開
催

に
こ
ぎ
着
け
ま
し
た
。

　

大
会
最
終
日
の
リ
レ
ー
で
は
、
南
会
津

中
学
校
の
男
子
チ
ー
ム
が
優
勝
。
地
元
開

催
と
い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
、
す

ば
ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

　

練
習
の
成
果
を
存
分
に
発
揮
し
て
く
れ

た
選
手
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

男子リレーで第 1 位に輝いた南会津中学校チーム

左から阿久津岳
が く じ

仁くん、山内一
いっせい

生くん、佐藤 丞
じょう

くん、酒井健
け ん た ろ う

太郎くん

男子クロスカントリークラシカル競技左から星教育長、大宅町長、清水市長、細田教育長

友好都市・さいたま市を表敬訪問
町産米への支援に感謝を込めて

　

今
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
さ
い
た
ま
市
立
舘
岩
少
年
自
然
の
家

の
「
自
然
の
教
室
」
が
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
使
用
を
予
定
し
て
い
た
約
12
㌧
も
の

町
産
米
を
、
さ
い
た
ま
市
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
関
係

者
の
皆
さ
ん
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
ご
購
入

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
11
日
、
町
産
米
へ
の
支
援
に
対
す
る

御
礼
の
た
め
、
さ
い
た
ま
市
を
表
敬
訪
問
し

た
大
宅
町
長
と
星
教
育
長
。
対
応
い
た
だ

い
た
清
水
勇は

や
と人

市
長
と
細
田
眞ま

ゆ

み
由
美
教
育

長
と
の
懇
談
の
中
で
、
友
好
都
市
の
絆
を

再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

感
染
症
の
収
束
後
、
相
互
交
流
が
再
開

す
る
日
に
向
け
、
着
実
に
準
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

左から芳賀沼理事長、大宅町長、星紀夫さん、星健治さん

町シルバー人材センターが門松を寄贈
新年の風物詩がお出迎え

　

12
月
28
日
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
（
芳
賀
沼
順
一
理
事
長
）
か
ら
、
毎
年

恒
例
と
な
る
門
松
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん

の
手
で
、
時
間
を
か
け
て
丁
寧
に
作
り
込

ま
れ
た
門
松
。
寄
贈
は
、
今
年
で
13
年
目

を
迎
え
ま
す
。

　

門
松
は
、
お
正
月
に
年
神
様
を
迎
え

入
れ
る
た
め
の
目
印
と
な
る
も
の
。
本
庁

舎
の
玄
関
に
彩
り
を
添
え
、
来
庁
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、

新
年
早
々
か
ら
多
く
の
「
福
」
や
「
徳
」
を

呼
び
込
ん
で
く
れ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

成
長
が
早
く
生
命
力
に
あ
ふ
れ
る
竹
の

よ
う
に
、
健
や
か
な
1
年
に
な
る
こ
と
を

祈
り
ま
す
。

境内に響き渡る力強い柏手

会津田島祇園祭「御党屋御千度」
「おとうや行事」の重責を担う

平盃で心穏やかに御千度参りを終えました

上中町御党屋組の皆さん

　

1
月
16
日
、
会
津
田
島
祇
園
祭
の
事
始
め

「
御お

と
う
や
お
せ
ん
ど

党
屋
御
千
度
」が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
当
番
は
「
上
中
町
御
党
屋
組
」
の

皆
さ
ん
。
党
本
を
務
め
る
阿
部
保や

す
の
り憲

さ
ん

（
田
出
宇
賀
神
社
）
と
長
谷
川
祐ゆ

う
き樹

さ
ん

（
熊
野
神
社
）
を
中
心
に
、
12
人
の
男
衆

が
参
加
。

　

み
ぞ
れ
が
交ま

じ
る
あ
い
に
く
の
空
模
様

に
も
負
け
ず
、
手ち

ょ
う
ず
や

水
舎
で
身
を
清
め
な
が

ら
、
境
内
を
何
度
も
往
復
。
祭
礼
の
無
事

と
組
中
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

　

感
染
症
予
防
の
観
点
か
ら
、
恒
例
の
大
杯

回
し
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
平ひ

ら
さ
か
ず
き盃

を
１
杯
飲
み
干
し
、
祭
り
へ
の
意
気
込
み

を
示
し
ま
し
た
。
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左から皆川町ソフトボール協会長、稲本部長、高倉監督、大宅町長

田島スポ少女子ソフトボール部に社会体育優良団体賞

ソフトボールを通じ子どもたちの成長を促す
　

長
年
に
わ
た
り
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
貢
献
し
た
県
内
の
個
人
・
団
体
を
表
彰

す
る
「

（公財）
福
島
県
体
育
協
会
表
彰
」。

　

こ
の
た
び
、
田
島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
女
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
社
会
体
育
優
良
団
体

賞
を
受
賞
さ
れ
、
1
月
６
日
に
稲
本
哲て

つ
じ治

部
長
と
高
倉
由よ

し
ま
さ雅

監
督
が
、
受
賞
報
告
の

た
め
町
長
室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
該
団
体
は
、
昭
和
55
年
4
月
に
設
立

さ
れ
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
実
績
を
有
す

る
な
ど
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
普
及
・
発
展
、

技
術
向
上
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
ほ
か
、

競
技
マ
ナ
ー
の
指
導
を
徹
底
し
、
地
域
の

奉
仕
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
に
も
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

左から渡部町スポーツ少年団本部長、齋藤さん、大宅町長

齋藤成さんが福島県スポーツ少年団功労者表彰を受賞

スポーツ少年団の指導・育成に汗
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
・
育
成
に

貢
献
し
、
特
に
功
績
の
あ
る
登
録
指
導
者

に
贈
ら
れ
る
「
福
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

功
労
者
表
彰
」。

　

1
月
6
日
、
当
該
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た

南
郷
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
指
導
者
の
齋
藤
成せ

い

さ
ん
（
界
）
が
、
受
賞
報
告
の
た
め
町
長

室
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
4
月
か
ら
指
導

者
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
。
東
日
本

大
震
災
時
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
停
滞
の
危
機

に
直
面
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
活

動
維
持
に
尽
力
し
、
汗
を
流
す
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
33
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

や
後
進
の
育
成
に
努
め
て
き
た
功
績
が
評

価
さ
れ
、
晴
れ
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

１月 会議・行事名

４ 仕事始め式（町役場・南会津地方広域
消防署伊南出張所・南会津地方環境衛
生組合）/ 新年町民交換会（田島地域）

５ 仕事始め式（南会津地方広域消防本部）
/ 新年町民交換会（舘岩・伊南・南郷
地域）

６ 受賞報告（福島県体育協会表彰・福島
県スポーツ少年団功労者表彰）

７ 会津交通 ( 株 ) 来庁

８ 田部区要望対応 / 会津鉄道 ( 株 ) 来庁 /
第 11 回新型コロナウイルス感染症対
策本部会議 / 南会津地方町村会総会 /
南会津地方広域市町村圏組合管理者会

10 町消防団出初式・同無火災祈願祭 / 令和
2 年度町成人式

12 長野区要望対応 / 第 12 回新型コロナ
ウイルス感染症対策本部会議

13 川島区要望対応 /( 株 ) 共立メンテナンス
来庁

14 住田光学ガラス ( 株 ) 来庁 / 会津乗合
自動車 ( 株 ) 来庁

15 第 13 回新型コロナウイルス感染症対策
本部会議 / 会津総合開発協議会「会津
を拓く講演会」

18 アイネット ( 株 ) 来庁 / 第 14 回新型
コロナウイルス感染症対策本部会議 /
記者会見

20 町商工会要望対応 / メディア取材対応
26 メディア取材対応 / 第 15 回新型コロナ

ウイルス感染症対策本部会議
27 南会津地方振興局長来庁
28 寄附金贈呈式（田島ロータリークラブ）
29 課長会議

大宅町長の公務百景
町長の公務を報告するコーナーです。

№ 79

11 月 1 日に開催した「ひのきふれあいウォークラリー大会」

12 月５日に開催した「折り紙教室」

ひのきスポーツクラブの取り組みをご紹介
コロナ禍でも元気いっぱい活動中！

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
、
町
民
の

皆
さ
ん
が
安
全
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
性
別
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
活
発
に
交
流
で
き
る
機
会

を
提
供
し
、
地
域
の
賑
わ
い
を
創
出
で
き

る
よ
う
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　【
問
合
せ
】

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
の
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

０
２
４
１
（
６
２
）
０
７
２
４

－　プロフィール　－

星 幸
こ う き

記 さん（上中町）

大正 10 年１月 10 日生まれ

【長寿の秘訣】
贅沢せず何でも食べる

【　家　族　】
子２人・孫６人

百百歳歳
賀賀寿寿

事前予告なしで打ち上げられた花火

新型コロナウイルス感染症の早期収束を願って

サプライズ花火が夜空を彩る
　

1
月
10
日
、
会
津
高
原
た
か
つ
え
ス
キ
ー

場
を
会
場
に
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
の
打
ち

上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
を
振
り
返
る
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
笑

顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
南
会
津
町
で
あ
る

こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
感
染
症
の
早
期

収
束
と
医
療
・
福
祉
従
事
者
の
皆
さ
ん
へ

の
感
謝
、
20
歳
を
迎
え
た
新
成
人
の
皆
さ

ん
へ
の
お
祝
い
、
友
好
都
市
と
し
て
大
き

な
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
さ
い
た
ま
市

へ
の
感
謝
、
何
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
の
幸

せ
を
祈
願
し
て
、
打
ち
上
げ
を
開
始
。

　

思
い
の
詰
ま
っ
た
花
火
が
、
舘
岩
地
域

の
夜
空
を
明
る
く
染
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
会
津
よ
つ
ば
（
長
谷
川
正
市
代
表

理
事
組
合
長
）
で
は
、
地
域
の
伝
統
行
事

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
の
支
援

を
通
じ
、
地
域
貢
献
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
地
域
貢
献
事
業
の
支

援
対
象
に
「
会
津
田
島
祇
園
祭
」
が
選
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

1
月
16
日
に
執
り
行
わ
れ
た
協
力
金

交
付
式
で
は
、
長
谷
川
代
表
理
事
組
合
長

か
ら
お
党
屋
協
議
会
（
猪
股
純
一
会
長
）

へ
協
力
金
が
手
渡
さ
れ
、
猪
股
会
長
が

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

お
党
屋
協
議
会
で
は
、
今
回
の
協
力
金

を
活
用
し
、
田
出
宇
賀
・
熊
野
両
神
社
で

掲
げ
る
幕
や
提
灯
な
ど
を
新
調
す
る
予
定

で
す
。

協力金交付式（長谷川代表理事組合長㊨と猪股会長㊧）

ＪＡ共済地域貢献事業協力金交付式

伝統行事を後世に伝えるために
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くらしの情報
このコーナーの見方

注

日 日時
場 会場
料 料金

内 内容
対 対象者
定 定員

申 申込み 問 問合せ
℡ 電話番号 HP ホームページ
Ｅ E-mail 締 締切
Ｆ FAX 注意事項

他 その他

お
知
ら
せ
・
募
集

相
　
談

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
か
ら
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

1
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
で
は
、
も
の

づ
く
り
分
野
な
ど
で
早
期
に
再
就
職
を

目
指
す
求
職
者
の
方
々
を
対
象
と
し
た

６
カ
月
間
の
職
業
訓
練
や
、
事
業
主
の

ご
要
望
に
お
応
え
し
た
短
期
の
在
職
者

訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ

　
　
　
　

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
技
術
コ
ー
ス

　

4
月
2
日
（
金
）
～
9
月
30
日
（
木
）

　
（
6
カ
月
間
）

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津

　
（
会
津
若
松
市
神
指
町
大
字
南
四
合

　

字
深
川
西
２
９
２
）

　

公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ
れ
て

　

い
る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講
が
望
ま

　

し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

　
18
人　
　

無
料　
　

３
月
17
日
（
水
）

　

選
考
日
３
月
19
日
（
金
）
午
前
９
時

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

2
施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す

　

職
業
訓
練
の
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
を

対
象
に
、
訓
練
内
容
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。

内日場対定

料

締

℡ 申 注

　

実
習
の
様
子
に
触
れ
、
講
師
な
ど
と
の

会
話
を
通
じ
て
、
受
講
に
あ
た
っ
て
の
不

安
や
疑
問
を
解
決
す
る
も
の
で
す
。
見
学

会
当
日
に
は
、
職
業
訓
練
を
実
際
に
体
験

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
月
３
日
（
水
）、
３
月
８
日
（
月
）、

　

３
月
10
日
（
水
）、
３
月
15
日
（
月
）、

　

３
月
17
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
3
時
45
分

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
会
津

　

０
２
４
１
（
６
２
）
１
１
０
１

　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津　

訓
練
課

　

０
２
４
２
（
２
６
）
０
５
２
０

日℡ 申問℡

ポリテクセンター会津ポリテクセンター会津
紹介動画

２月の納税こよみ
固　 定　 資　 産　 税　第４期
国  民  健  康  保  険  税　第８期
介 　護 　保 　険 　料　第８期
後期高齢者医療保険料　第７期
国　　民　　年　　金　１月分

納期限は３月１日（月）です

納税に関するお問い合わせ先は
税務課（町県民税等）　　　℡ 0241-62-6110

健康福祉課（介護保険料）　℡ 0241-62-5050

住民生活課　　　　　　　℡ 0241-62-6120
　　（後期高齢者医療保険料・国民年金）

舘岩総合支所　町民課　　　℡ 0241-78-3345

伊南総合支所　町民課　　　℡ 0241-76-7712

南郷総合支所　町民課　　　℡ 0241-72-2224

ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
催
さ
れ
ま
す

　

令
和
4
年
3
月
に
大
学
な
ど
を
新
規
卒
業

予
定
の
方
、
令
和
元
年
3
月
以
降
に
大
学
な

ど
を
卒
業
（
修
了
）
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、

ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。

　
ふ
く
し
ま
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
は
、
福
島

県
内
に
就
業
場
所
を
持
つ
事
業
所
に
よ
る

合
同
企
業
説
明
会
で
す
。

　

参
加
対
象
者
を
正
社
員
と
し
て
採
用
す
る

計
画
の
あ
る
事
業
所
が
一
堂
に
会
す
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】

1
福
島
会
場

　

3
月
8
日
（
月
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

日

※
3
部
構
成
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
（
郡
山
市
南
二
丁
目
52
）

　

福
島
労
働
局　

職
業
安
定
課

　

０
２
４
（
５
２
９
）
５
３
９
６

2
東
京
会
場

　

3
月
2
日
（
火
）

　

午
後
1
時
～
午
後
4
時

　

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館
ビ
ル

　
（
東
京
都
豊
島
区
東
池
袋
３
ー
３
ー
１
）

　

（一社）
キ
ャ
リ
ア
支
援
機
構

　

０
２
４
（
９
４
１
）
１
７
１
１

3
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

　

3
月
3
日
（
水
）
～
3
月
7
日
（
日
）

　

福
島
県
雇
用
労
政
課

　

０
２
４
（
５
２
１
）
７
２
９
０

　

事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
予
約

　

が
必
要
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
概
要
な
ど
、
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
上
で
随
時
、
情
報
が
更
新
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問℡日問℡問℡ 日 場他

福島県雇用労政課
専用ページ

令
和
３・４
年
度
入
札
参
加
資
格
審
査

　
　
　
　
　
　
申
請
は
お
済
み
で
す
か

　

町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
な
ど
、
各
種

入
札
に
参
加
す
る
に
は
、登
録
が
必
要
で
す
。

　

入
札
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
期
日

ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

３
月
１
日
（
月
）

【
申
請
方
法
】

　

Ａ
４
版
フ
ァ
イ
ル
に
申
請
書
類
を
提
出

書
類
チ
ェ
ッ
ク
表
の
順
に
つ
づ
り
、
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
表
紙
お
よ
び
背
表
紙
に
申
請
業
種

と
申
請
者
名
を
忘
れ
ず
に
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

【
入
札
参
加
資
格
の
有
効
期
間
】

　

令
和
３
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　
　
　

～
令
和
５
年
３
月
31
日

　

総
務
課　

管
財
係

　

０
２
４
１
（
６
２
）
６
１
０
０

申請書のダウンロードは
コチラから

締申℡

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

　
　
無
料
子
育
て
講
座
の
お
知
ら
せ

　

親
子
育
研
究
会
で
は
、「
や
っ
て
あ
げ
る
」

こ
と
よ
り
も「
先
回
り
し
な
い
」「
見
守
る
」

「
寄
り
添
う
」
こ
と
に
重
き
を
置
い
た

子
育
て
の
あ
り
方
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
共
和
大
学
名
誉
教
授
の
日
吉

佳か

よ

こ
代
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
お
子
さ
ん

の
主
体
性
を
養
う
方
策
を
学
ぶ
オ
ン
ラ

イ
ン
無
料
子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
自
ら
が
判
断
す
る
機
会
を

尊
重
し
た
親
子
関
係
に
つ
い
て
、
興
味
・

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

3
月
21
日
（
日
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
2
時
30
分

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
Ｑ
Ｒ

　

コ
ー
ド
か
ら
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
ア
カ

　
ウ
ン
ト
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
当
日
ご
視
聴

　

く
だ
さ
い
。

　

親
子
育
研
究
会
事
務
局　

平
田

　

０
９
０
（
６
５
１
２
）
１
３
９
３

　　　

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
相
談
窓
口
の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、
返
済

し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
に
お
悩
み
の
方

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
借
金
の

状
況
に
応
じ
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
な

ど
の
専
門
家
に
引
き
継
ぎ
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
や
不
正

利
用
さ
れ
て
い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

　

０
２
４
（
５
３
３
）
０
０
６
４

【
出
前
講
座
の
ご
案
内
】

　

財
務
省
福
島
理
財
事
務
所
で
は
、「
お

こ
づ
か
い
帳
を
つ
け
よ
う
」「
日
本
の
財

政
を
考
え
よ
う
」「
家
計
管
理
と
資
金
計

画
」
な
ど
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅

広
い
世
代
を
対
象
と
し
た
出
前
講
座
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
費
用
は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
出
前
講
座
を
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

総
務
課

　

０
２
４
（
５
３
５
）
０
３
０
１

問℡問℡

日注

親子育
インスタグラムアカウント

問℡
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乳幼児健診・相談カレンダー

● 乳幼児健康診査
日　程 内　容 受付時間 場　所 対　象　者

３月３日（水） ３歳６か月児健診

12：15～12：45
健診ホール

（御蔵入交流館内）

平成29年10月生まれ

３月５日（金） ２歳児歯科健診 平成30年10月生まれ

３月10日（水） ３～４か月児検診 令和２年11月生まれ

● 乳幼児健康相談
日　程 内　容 受付時間 場　所 対　象　者

３月16日（火） １歳児健康相談
13：30～13：45

健診ホール
（御蔵入交流館内）

令和２年２月～３月生まれ

３月18日（木） ６～８か児健康相談 令和２年８月～９月生まれ

日　程 病　院　名 電　話

３月７日 馬 場 医 院 （南会津町） 0241-62-0141

　　14日 な か や ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-73-2036

　　21日 伊 南 小 野 木 ク リ ニ ッ ク （南会津町） 0241-76-7780

　　28日 舘 岩 愛 輝 診 療 所 （南会津町） 0241-78-8688

※午前中のみの診察です。ご注意ください。

３月の日曜当番医 ー 保健事業の問合せは ー

　健康福祉課　健康増進係

　　　　　　　電話　0241-62-6180

　舘岩総合支所　町民課　住民係

　　　　　　　電話　0241-78-3325

　伊南総合支所　町民課　住民係

　　　　　　　電話　0241-76-7713

　南郷総合支所　町民課　住民係

　　　　　　　電話　0241-72-2225

健 康 通 信
health information

心の健康相談のお知らせ
　眠れない、心配ごとがある、お酒が止められない、認知症のことなど、一人で抱え込んでいませんか。話すこと
で楽になることもあります。秘密は厳守しますので、安心してご相談ください。

日　程 時　間 場　所 そ　の　他

３月19日（金） 13：30～15：00 南郷総合センター 相談は無料ですが、事前予約制です。

【申込み・問合せ】南会津保健福祉事務所　保健福祉課　電話　0241-63-0305

特定健診の受診はお済みですか？ ～施設健診のご案内～

　町では、生活習慣病の早期発見・早期治療を目的に、特定健診を医療機関で受診できる「施設健診」を実施します。
対象となる方には個別に通知しますので、受診がお済みでない方は、この機会に忘れず受診しましょう。
　なお、受診にあたっては、指定医療機関への事前予約が必要です。通知に記載されている指定医療機関で早め
の受診をお願いします。

対　象　者 受診期限 受診料金 指定医療機関

国民健康保険に加入する
40歳から74歳までの方

令和３年３月 31 日（水） １，０００円 町が指定した
南会津郡内の医療機関

　令和元年度における町全体の特定健診受診率は、50.５％でした。特に40代から50代の皆さんの受診率が低迷して
います。ご自身の健康状態を把握するためにも、年に１回の特定健診を受診しましょう。

　

発
熱
や
咳せ

き

・
腹
痛
と
い
っ
た
症
状
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
限
り
ま

せ
ん
。
意
外
な
病
気
が
潜
ん
で
い
る
場
合

も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。
必
要
な
受
診

を
過
度
に
控
え
る
こ
と
で
、
最
適
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

過度な受診控えは
健康上のリスクを

高めます

Check ❶
コ
ロ
ナ
禍
で
も

コ
ロ
ナ
禍
で
も
健
診
や
持
病
の
治
療

健
診
や
持
病
の
治
療

　　  
予
防
接
種

予
防
接
種
な
ど
の
健
康
管
理
は
重
要
で
す

な
ど
の
健
康
管
理
は
重
要
で
す

お
口
の
健
康
管
理
も
忘
れ
ず
に

　

自
覚
症
状
が
現
れ
に
く
い
病
気
も
あ
り

ま
す
。
国
民
の
2
人
に
1
人
が
り
患
す
る

　

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
口
内

の
健
康
管
理
も
重
要
で
す
。
か
か
り
つ
け

医
な
ど
に
よ
る
定
期
観
察
が
中
断
し
て
し

ま
う
と
、
う
蝕
（
む
し
歯
）
や
歯
周
病
の

悪
化
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
の
方
は
、
口
内
ケ
ア
が
十
分
に
で

　
自
分
の
体
を
知
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
健
康
へ
の
第
一
歩

と
さ
れ
る
「
が
ん
」
も
、
早
期
は
無
症
状

で
あ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
の
た
め
、
定
期
的
に
健
診
や
が
ん

検
診
を
受
診
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
常
時
服
用
し
て
い
る
薬
が
切
れ

て
し
ま
う
と
、
持
病
が
悪
化
す
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
状
況
を
踏
ま
え
、
医
療
機
関
を

受
診
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
方
は
、
電

話
に
よ
る
診
療
に
対
応
し
た
医
療
機
関
や

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

接種期間内の
予防接種を

心がけましょう

Check ❷

　

予
防
接
種
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
感
染
症

に
か
か
り
や
す
い
年
齢
を
基
に
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。　

　
予
防
接
種
が
遅
れ
る
と

　
　
　
感
染
症
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
　

き
ず
、
誤ご

え
ん嚥

性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る

傾
向
に
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

生
後
間
も
な
い
赤
ち
ゃ
ん
に
は
、
お
母

さ
ん
か
ら
受
け
継
い
だ
免
疫
が
機
能
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
お
母
さ
ん
か
ら
受
け

継
い
だ
免
疫
は
、
生
後
5
カ
月
ご
ろ
に
は

役
目
を
終
え
、
赤
ち
ゃ
ん
自
身
の
免
疫
が

機
能
し
始
め
ま
す
。

　

こ
の
免
疫
が
切
り
替
わ
る
時
期
に
、
赤

ち
ゃ
ん
が
か
か
り
や
す
い
感
染
症
（
百
日

せ
き
、
細
菌
性
髄
膜
炎
な
ど
）
を
予
防
す

る
た
め
に
、
予
防
接
種
が
必
要
で
す
。

　

予
防
接
種
は
、
適
切
な
時
期
に
受
け
る

こ
と
で
、
病
気
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
り
患
し
た
場
合
の
重
症
化

も
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
大
切
な

お
子
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た
め
、
早
め
の

接
種
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
は
、
決
め
ら
れ
た
接
種

対
象
年
齢
を
逃
し
て
し
ま
う
と
、
町
の
助
成

が
受
け
ら
れ
ず
、
全
額
自
己
負
担
と
な
り

ま
す
。
お
子
さ
ん
の
接
種
対
象
年
齢
に
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
ご
紹
介
し
た
、
電
話
に
よ
る

診
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
に
関
わ
る

こ
と
、
お
子
さ
ん
の
予
防
接
種
に
関
わ
る

こ
と
な
ど
で
、
ご
不
明
な
点
や
お
悩
み
が

あ
れ
ば
、
21
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
た
担
当

窓
口
ま
で
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
困
っ
た
と
き
に
は

　
　
　
　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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　著者：宇佐見 りん
　　　  （ 河出書房新社 ）

第164回  芥川賞受賞

　　　　「推
お

し、燃
も

ゆ」

　　第 164 回　芥川賞 ・ 直木賞

　　　　　　　　　受賞作品を Ｃｈｅｃｋ !

　ご紹介する本は、図書館で貸し出しています。
　貸し出し状況は、上記ＱＲコードからご確認ください。

図書館図書館へ行こう！

【一般図書】

生きる力　　　　　　　　　　　笠井　信輔　著　

神様には負けられない　　　　　山本　幸久　著　

境界線　　　　　　　　　　　　中山　七里　著　

コロナと潜水服　　　　　　　　奥田　英朗　著　

処方箋のないクリニック　　　　仙川　　環　著　

捨てればいいってもんじゃない　エ ヌ ケ ン　著　

天を測る　　　　　　　　　　　今野　　敏　著　

当確師 十二歳の革命 　　　　　真山　　仁　著　

バイター　　　　　　　　　　　五十嵐貴久　著　

雪に撃つ　　　　　　　　　　　佐々木　譲　著　

【児童図書】

くもとり山のイノシシびょういん　かこさとし　文　

せかいでさいしょにズボンをはいた女の子　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　キース・ネグレー　作

空を飛ぶミジンコのなぞ　　　　　星　　輝行　写真・文

たぬきのおまじない　　　　　　　おおなり修司　文　

どろぼうねこのおやぶんさん　　　小松　申尚　ぶん

なまはげ　　　　　　　　　　　　池田まき子　文　

南極犬物語　　　　　　　　　　　綾野まさる　著　

ネムノキをきらないで　　　　　　岩瀬　成子　作　

響け、希望の音　　　　　　　　　田中　宏和　著　

新 着 本 の ご 案 内

３月（Ｍａｒｃｈ）

日日 月 火 水 木 金 土土

１ ２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９ 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

開 館 カ レ ン ダ ー

は休館日

◆冒頭でご紹介した伊南地域産のハンドメイド。機会があれば、
　自分に合うハンドメイドを探してみてはいかがですか。
◆成人式で写真撮影にご協力いただいた皆さん、ありがとう
　ございました。紙面の都合上、全員をご紹介できず申し訳
　ありません。今後のご活躍を期待しています！
◆日頃から感染症対策にご協力いただき、大変ありがたく思い
　ます。感染症の収束を迎えるまで、引き続きご協力よろしく
　お願いいたします。

ご意見・ご要望は

コチラまで！

E-mail ： kouhou@minamiaizu.org
総合政策課　津 吹 雅 之

編 記後集

お
く
や
ま
吟
社
（
田
島
地
域
）

　
祖
母
の
味
孫
が
引
き
継
ぐ
雑
煮
か
な
　
　
　
　
　
五
十
嵐
孤
庵

　
に
わ
と
り
の
に
ぶ
き
動
き
や
寒
四
郎
　
　
　
　
　
湯
田
　
畊
道

　
新
年
の
祝
意
も
薄
し
黒
マ
ス
ク
　
　
　
　
　
　
　
星
　
　
柳
山

伊
南
銀
杏
俳
句
会
（
伊
南
地
域
）

　
し
ん
し
ん
と
雪
雪
雪
の
天
も
地
も
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
忠
子

　
大
雪
や
折
紙
遊
び
伝
へ
た
き
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
り
つ
子

　
雪ゆ

き
か
く掻
や
八
十
路
に
重
き
一ひ

と
す
く掬
い
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
　
良

南
郷
俳
句
会
（
南
郷
地
域
）

　
女
正
月
母
子
で
空
け
る
サ
ワ
ー
缶
　
　
　
　
　
　
平
野
恵
美
子

　
届
き
た
る
ひ
ま
ご
の
書
初
め
火
の
用
心
　
　
　
　
酒
井
　
栄
子

　
掘
り
あ
て
し
雪
下
キ
ャ
ベ
ツ
隣
家
に
も
　
　
　
　
渡
部
　
華
子
　
　

鴫
山
短
歌
会

　
大
株
の
白
菜
採
れ
て
高
く
上
げ

　
　
　
　
　
　
畑
で
ひ
と
り
威
張
っ
て
み
せ
る
　
　
梅
宮
ト
キ
子（
今
生
）

　
暗
や
み
に
洗
濯
物
が
ゆ
れ
て
い
る

　
　
　
よ
そ
ゆ
き
の
シ
ャ
ツ
し
っ
と
り
ぬ
れ
て
　
　
梅
宮
　
直
子（
今
生
）

　
見
晴
ら
し
が
良
い
と
謳う

た

わ
る
弁
天
山

　
　
　
　
　
　
妻
と
登
り
て
わ
が
家
を
さ
が
す
　
　
大
竹
　
幸
一（
下
塩
江
）

　  

まちの文芸

※住民基本台帳登録人口（外国人を含む）
まちの人口　◆令和３年２月１日現在

総人口 １４，９１５ 人 （－３３）
男 ７，３２４ 人 （－１８）
女 ７，５９１ 人 （－１５）

世帯数 ６，５１６ 世帯 （－１４）
※（　）内は前月比　

  開館時間　午前１０時～午後６時

  電　　　話　０２４１-６２-５５２２
ＱＲコード

（蔵書検索システム）

ネット上から
本の検索、予約ができます

第164回  直木賞受賞

　　　　　「心
うらさび

淋し川
がわ

」

　著者：西條 奈
な か

加
　　　  　　　（ 集英社 ）

　舞台は、江戸の片隅千駄木
町。町の一角には、心淋し川

（うらさびしがわ）が流れ、
その小さく淀んだ川のどん
詰まりには、古びた長屋が

立ち並ぶ。人生という川でもがく日々を送る住人一人一人
が織りなす物語。生を紡ぐ人々の切なる願いが胸に沁みる
時代小説をお見逃しなく。

　「推し」とは、アイドルグ
ループなどで、最も応援する
メンバーを指す言葉。
　ある日、女子高生のあかり
の「推す」アイドルがファン

を殴って炎上してしまう。あかりにとって、「推し」は人生
の中心。大切な存在がいなくなってしまうかもしれない状況
を目の前にし、彼女の心は大きく揺れ動くー。

「誕生おめでとう」

「お悔やみ申し上げます」のコーナーは、

プライバシー保護のため削除します。

ご了承ください。



　【問合せ】　　

　　東京 2020 オリンピック聖火リレーふくしま実行委員会　　電話  024-983-9415

　　町教育委員会　生涯学習課　生涯学習係　　　　　   　　　　電話　0241-62-5511
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東京2020オリンピック聖火リレー

開催と交通規制のお知らせ
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交通規制のお知らせ南会津町

ご協力のお願い 観覧上の注意事項

福島県 東京 ���� オリンピック聖火リレー

・ 必ず歩道上や指定された場所から観覧くださいますようお願いします。
　（車道には出られません。）

・ 聖火ランナーや隊列を追って移動することは非常に危険ですので、絶対に
行わないでください。また、前後の人を押さないようにしてください。

・ 危険物の持ち込みは禁止です。また、紙テープ等の物の投げ入れは大変危
険ですので、絶対におやめください。

・ コース及び会場周辺での無人航空機（ドローン等）の飛行は法律により禁
止されます。

・マスクの着用や密集の回避など新型コロナウイルス感染症対策（裏面参照）
にご理解とご協力をお願いします。

����年
※交通規制時間は、聖火リレー隊列の進行状況により予告なく前後する場合があります。

�:�� 頃～�:�� 頃�月��日㈯

・ コースおよびコース周辺の道路では、交通規制が行われるため交
通渋滞が予想されますので、当日の自動車利用は極力ご遠慮くだ
さい。なお、自動車を利用される場合は、迂回等のご協力をお願
いします。

・ 歩行者、自転車共にコース横断はできません。
・ 路線バス等に一部、運休・迂回運転、遅れが生じる場合がありま

すので、あらかじめご了承ください。
・ 規制時間内は、沿道の駐車場・駐輪場からの出入庫規制にご協力

をお願いします。

公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会 /
東京 ���� オリンピック聖火リレーふくしま実行委員会

���-���-����（コールセンター）（受付時間： ��:�� ～ ��:�� ／土日祝日は除く）

県内の走行スケジュールやその他の市町村
の交通規制情報等については、情報サイト
「ふくしまプラス����」にアップしています。

県内の走行スケジュールやその他の市町村
の交通規制情報等については、情報サイト
「ふくしまプラス����」にアップしています。

ふくしまプラス ����

主  催

お問い合わせ

※新型コロナウイルス感染症の状況により、聖火
リレーおよび交通規制の内容が変更となる場合が
あります。
　変更内容は情報サイト「ふくしまプラス����」
でお知らせします。

　東京オリンピック組織委員会から聖火リレーの情報が
開示されました。リレーコース周辺は交通規制が敷かれ、
交通渋滞の発生が予想されますので、交通規制時間帯の
車のご利用は極力お控えくださるようお願いします。また、
沿道の駐車場・駐輪場での出入庫や、コース横断はでき
ませんので、あらかじめご了承ください。
　沿道での観覧にあたっては、感染症予防を徹底し、
交通ルールやマナーの遵守をお願いします。

  ■ 開催日時
   ３月27日（土）
   午前９時～午前９時30分
  ■ 交通規制時間
    午前８時10分～午前９時50分

   情報サイト
   ふくしまプラス 2020


